




















 

はじめに 

 乳幼児の聴覚の発達の研究は,聴性誘発電位による,他覚的な検査方法を用いる場合が多

い。特に，脳幹の聴覚伝導路に起源をもつ auditory brainstem response(ABR)は,脳幹の

成熟過程や脳幹の損傷や，末梢性難聴の診断が可能であるために,正常児や早産未熟児の脳

幹の発達およびhigh risk児の脳幹害や難聴の診断と評価に用いられることが多くなった。 

 一方,ABR より歴史は古いが,内側膝状体から一次皮質レベルが起源であると推定されて

いる,midd1e latency component(MLC)や大脳の非特異的な投射路に起源を持つと推測され

る slow vertex response(SVR)も新生児早産未熟児の診断と評価に利用されてきている。

ただし,これらの反応は,'ABR に比べ再現性に乏しい傾向があるために,記録される頻度は

少いようである。以上の他覚的検査法のうち,Behavioral observation audiometry や

conditioned orientation reflex audiometry のような,音刺激に対して反応した時の各種

の聴性行動反射を観察し評価する方法がある。 

  われわれは,早産未熟児を appropriate for dates(AFD)と small for dates(SFD)に分け，

その発達過程のうち，在胎 40週周辺に焦点をおき,ABR,MLC,SVR,聴性行動反応聴力検査に

ついて調べた結果，脳幹の発達速度が，すでにプログラム化されていると可能性があるこ

とと,聴性行動反応の域値が 1才内では,正常範囲に入るものの2群に分れる傾向を見出し

たので報告する。 


